
市議会だより
表題は「いとう」の文字に大室山・小室山を配し、図案化したものです。

主な内容

※伊東の自然・歴史・文化を題材にした「伊東かるた（第二版）」（伊東かるたの会制作）の中から
　「伊東の魅力再発見」をテーマに、編集委員が選んだお気に入りの札を写真とともにご紹介します。

議会に関する情報は、市議会ホームページも併せてご覧ください。 伊東市議会

令和５年９月１日   No. １９８

“伊東の魅力”再発見

○６月定例会の概要  【Ｐ．２】
○一般質問（１３議員が登壇）  【Ｐ．４】

○常任委員会だより  【Ｐ．１１】
○新型コロナウイルス感染症対策特別委員会 　
　 【Ｐ．１2】

魚
見
小
屋

　
富
戸
の
ボ
ラ
漁
は
江
戸
時
代
の
中
ご
ろ
か
ら

始
め
ら
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
は
三
月
ご
ろ
に
北
の

海
か
ら
群
れ
を
な
し
て
や
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
れ
を
魚
見
小
屋
で
見
つ
け
村
中
に
合
図
を

送
り
漁
を
し
ま
し
た
。

～
伊
東
か
る
た
解
説
書
よ
り
～
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議案番号 件　　名 概　　要 提出者 審議結果

市認第１号 伊東市税賦課徴収条例の
一部を改正する条例専決
処分の報告承認について

地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴う条例改正につ
いて、令和５年３月３１日に専決処分を行ったことの報告承認 市長 全会一致

で承認

市認第２号 伊東市都市計画税賦課徴
収条例の一部を改正する
条例専決処分の報告承認
について

地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴う条例改正につ
いて、令和５年３月３１日に専決処分を行ったことの報告承認 市長 全会一致

で承認

市認第３号 伊東市国民健康保険税条
例の一部を改正する条例
専決処分の報告承認につ
いて

地方税法施行令の一部を改正する政令の施行に伴う条例改正
について、令和５年３月３１日に専決処分を行ったことの報告承認 市長 全会一致

で承認

市認第４号 令和５年度伊東市一般会
計補正予算（第１号）専決
処分の報告承認について

国の低所得の子育て世帯に対する、子育て世帯生活支援特別給
付金事業に係る補正予算について、令和５年４月２０日に専決処
分を行ったことの報告承認

市長 全会一致
で承認

市報第１号 令和４年度伊東市一般会
計予算繰越明許費繰越し
報告について

令和５年３月定例会において議決された繰越明許費のうち、庁舎
維持管理事業など、２２事業、２億８，２３９万３，０００円を令和４年度
から令和５年度に繰り越したことの報告

市長 報告・質疑
のみ

市報第２号 令和４年度伊東市競輪事
業特別会計予算について
弾力条項の適用に関する
報告

令和４年度競輪事業特別会計において、車券売上げが好調に推
移し、第１２回市営競輪において勝者投票払戻金に予算不足が生
じたため、７億円について地方自治法及び伊東市特別会計条例
の規定に基づき、令和５年３月２８日に弾力条項を適用したことの
報告

市長 報告・質疑
のみ

市報第３号 令和４年度伊東市水道事
業会計予算繰越し報告に
ついて

地方公営企業法の規定による建設改良費の繰越しで、竹の内・
静海線外配水管更新工事など、７件の工事、２億２，８９７万５，０００
円を令和４年度から令和５年度に繰り越したことの報告

市長 報告・質疑
のみ

市報第４号 令和４年度伊東市一般会
計予算事故繰越し報告に
ついて

地方自治法の規定による事故繰越しで、令和元年度に被災した
八幡野漁港災害復旧工事に当たり、これまで繰越明許及び事故
繰越により、令和４年度まで期間を延長してきたが、天候不良等の
影響により事業の進捗に遅れが生じ、令和４年度も事業の完了が
困難となったため、実施済み部分については事業完了扱いとし、
最終設置工程部分に関し、令和３年度からの繰越明許費の一部
及び令和４年度の予備費充用分の２８６万円を令和５年度へ繰り
越したことの報告

市長 報告・質疑
のみ

市議第１号 伊東市情報公開条例の一
部を改正する条例

本市における情報公開決定に対する審査請求については、審理
員指名の適用除外とし、伊東市情報公開審査会にて審理手続を
行っているが、これまでに取り扱った案件が少なく、審査請求に係
る知見が蓄積されない等の実情を踏まえ、当該適用除外を廃止
するもの

市長 全会一致
で可決

市議第２号 伊東市税賦課徴収条例の
一部を改正する条例

地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、専決処分
によることを要しない条項の改正で、個人市民税について
は、森林環境税導入に伴う規定を整理する等の改正、軽自
動車税については、種別割の区分における特定小型原動機
付自転車に係る規定の整備等の改正を行うもの

市長 全会一致
で可決

令和５年６月定例会

３０件の議案等を審議、決定
６月定例会を６月１４日から６月２８日までの１５日間の会期で開会しました



3

市 議 会 だ よ り

《
賛
成
》
日
本
共
産
党

　
補
正
予
算
の
中
心
は
物
価
高

対
策
で
あ
り
、
本
市
独
自
の
商

品
券
給
付
も
評
価
で
き
る
。
し

か
し
、
職
員
の
パ
ワ
ハ
ラ
問
題

の
和
解
金
を
本
市
予
算
で
負
担

す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。

　
再
発
防
止
の
た
め
に
は
暴
力

や
暴
言
の
実
態
及
び
職
員
の
処

分
の
適
切
性
に
つ
い
て
も
再
検

証
が
不
可
欠
で
あ
り
、
市
長
を

先
頭
と
し
た
真
剣
な
取
組
を
要

望
し
つ
つ
、
賛
成
と
す
る
。

《
賛
成
》
無
党
派　
颯

　
職
員
の
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
に
よ

る
解
決
金
二
二
〇
万
円
が
予
算

に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
旦
拠
出
し
た
後
、
再
度
負
担

す
べ
き
責
に
あ
る
者
に
対
し
て

こ
れ
を
請
求
し
、
市
民
に
納
得

の
い
く
結
論
に
す
る
べ
き
で
あ

る
こ
と
を
意
見
と
し
て
申
し
添

え
る
。
他
の
予
算
に
つ
い
て
は

速
や
か
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
こ
と
を
考
慮
し
て
予

算
に
つ
い
て
は
賛
成
と
す
る
。

《
反
対
》
田
久
保
眞
紀
議
員

　
和
解
条
件
で
あ
る
解
決
金
二

二
〇
万
円
の
支
払
い
に
つ
い
て

は
、
訴
え
が
職
員
に
よ
る
パ
ワ

ハ
ラ
行
為
に
起
因
す
る
も
の
で

あ
り
、
業
務
中
に
故
意
に
こ
づ

く
、
蹴
る
な
ど
の
行
為
が
一
部

認
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

こ
れ
を
全
額
本
市
の
予
算
で
負

担
す
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、

加
害
者
で
あ
る
職
員
に
対
し
て

請
求
す
る
べ
き
と
考
え
る
こ
と

か
ら
反
対
す
る
。

議案番号 件　　名 概　　要 提出者 審議結果
市議第３号 和解について 本市を被告として提訴された、損害賠償請求事件（パワハラ関

連訴訟）において、裁判所より提示された和解案のとおりに和解
することについて、地方自治法第96条第1項第12号の規定に
基づき、議会の議決を求めるもの

市長 賛成多数
で可決

市議第４号 令和５年度伊東市一般会
計補正予算（第２号）

住民税非課税世帯等に対し、1世帯当たり3万円を支給するため
の経費をはじめ、物価高騰対策事業として、市民1人当たり6,000
円分のクーポン券給付に係る経費、八幡野保育園、市内私立保
育園及び認定こども園における給食に係る食材購入費等の補助
金、新型コロナウイルスワクチン接種事業に係る経費、県の東ア
ジア文化都市事業実施に伴う経費、さらには、旅行需要の落ち込
み対策として、宿泊促進事業に係る委託料などの経費のほか、訴
訟和解に係る解決金など、11億9,657万8,000円の追加

市長 全会一致
で可決

市議第５号 伊東市功労者表彰について 杉本正人氏
市長 全会一致

で可決

市選第１号 公平委員会委員選任の同
意について

山本哲正氏（再任）
市長

全会一致
で選任に
同意

市選第２号

～

市選第１３号

農業委員会委員任命の同
意について

任期満了（令和5年7月19日）に伴う後任者12人の任命の同意を
求めるもの
青木公江氏（再任）、伊代野重之氏（新任）、伊代野裕二氏（再
任）、岩崎修也氏（新任）、大川忠宏氏（新任）、小川淳一郎氏（新
任）、長田直己氏（再任）、杉本肇氏（再任）、鈴木主氏（新任）、髙
橋仁志氏（新任）、土屋光枝氏（再任）、三好清信氏（新任）

市長
全会一致
で任命に
同意

市選第１４号
市選第１５号

農業委員会委員任命の同
意について

任期満了（令和5年7月19日）に伴う後任者2人の任命の同意を
求めるもの
篠原峰子氏（新任）、鈴木絢子氏（新任）

市長
賛成多数
で任命に
同意

発選第１号 議会運営委員会委員の補
欠選任について

井戸清司議員を選任 ― 全会一致
で選任

発選第２号 静岡県後期高齢者医療広
域連合議会議員の選挙

有効投票19票のうち、中村敦氏16票、戸田誠氏0票、鈴木喜文
氏0票、河野月江氏3票 ― ―

討論

討論

市
議
第
三
号

市
議
第
四
号 本

会
議
で
行
わ
れ
た
討
論
の
概
要

※
登
壇
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

会派構成は10ページをご覧ください

こ
と
ば
の
解
説

討
論

　
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
、

あ
る
議
題
に
対
し
お
互
い
の
意

見
を
闘
わ
せ
る
こ
と
と
は
異
な

り
、
表
決
の
前
に
、
議
題
と

な
っ
て
い
る
議
案
に
つ
い
て
、

議
員
が
自
己
の
賛
否
の
意
見
を

表
明
す
る
こ
と
。
こ
の
た
め
、

討
論
は
一
議
題
に
つ
き
、
一
議

員
一
回
と
さ
れ
、
他
の
議
員
の

討
論
内
容
に
対
し
、
再
度
討
論

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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本
市
で
は
、
情
報
を
配
信
す

る
た
め
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
活
用
し
て
い
る
が
、

道
路
や
公
園
内
の
設
備
の
破
損

の
通
報
や
粗
大
ご
み
の
回
収
な

ど
の
受
付
に
お
い
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
活
用
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
市
で
も
こ
の
よ
う
な
取
組
を

行
っ
て
は
い
か
が
か
伺
う
。

市
長

適
切
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
担

保
し
つ
つ
、
市
民
等
の
利
便
性

向
上
や
業
務
の
効
率
化
を
図
る

方
法
を
検
討
し
て
い
く

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
は
、

政
府
か
ら
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
サ
ー
ビ

ス
等
の
利
用
の
際
の
考
え
方
」

が
示
さ
れ
て
お
り
、
個
人
情
報

等
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
側
に
残
ら
な
い

よ
う
に
運
用
す
る
こ
と
な
ど
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
情
報
発
信
以
外
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
活
用
に
つ

い
て
も
、
適
切
な
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
を
担
保
し
つ
つ
、
市
民

等
の
利
便
性
向
上
や
費
用
対
効

果
も
含
め
た
業
務
の
効
率
化
を

図
る
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
本
市
に
は
二
〇
か
所
の
都
市

公
園
が
あ
る
が
、
よ
り
市
民
が

利
用
し
や
す
く
、
誰
も
が
利
用

し
た
く
な
る
よ
う
な
利
便
性
や

魅
力
の
向
上
の
た
め
に
行
う
取

組
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

適
正
な
維
持
管
理
を
行
い
つ
つ
、

公
園
利
用
者
等
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
計
画
的
に
利
便
性
及
び

魅
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く

　
都
市
公
園
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
伊
東
市
振
興
公
社
に
指
定

管
理
委
託
し
、
定
期
的
な
遊
具

の
点
検
や
植
栽
な
ど
の
適
正
な

維
持
管
理
を
行
い
、
利
用
者
の

安
全
対
策
を
図
り
つ
つ
、
各
公

園
内
の
ト
イ
レ
の
計
画
的
な
改

修
と
合
わ
せ
て
、
快
適
な
利
用

環
境
の
提
供
に
努
め
て
い
る
。

　
今
後
も
、
適
正
な
維
持
管
理

を
継
続
し
つ
つ
、
公
園
内
の
ト

イ
レ
の
改
修
や
改
築
と
合
わ
せ
、

地
域
の
皆
様
や
公
園
利
用
者
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
計
画
的

に
公
園
の
利
便
性
及
び
魅
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
三
項
目

　
第
三
次
伊
東
市
環
境
基
本
計

画
が
策
定
さ
れ
た
が
、
市
民
が

自
分
ご
と
に
ま
で
落
と
し
込
め

て
こ
そ
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ

る
と
感
じ
る
。
そ
こ
で
、
本
計

画
の
３
Ｒ
を
推
進
す
る
環
境
目

標
の
達
成
に
関
し
、
一
部
地
域

で
実
施
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分
別
収

集
実
証
事
業
に
つ
い
て
、
今
後

の
見
通
し
を
伺
う
。

市
長

全
市
収
集
実
施
に
向
け
、
課
題

を
検
討
し
、
早
期
実
現
を
目
指

し
た
い

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

の
分
別
収
集
実
証
事
業
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
全
市
収
集
を
行

う
場
合
の
ご
み
を
ス
ト
ッ
ク
す

る
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
や
収
集
運

搬
体
制
等
の
再
構
築
な
ど
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。

　
本
事
業
は
、
ご
み
の
減
量
や

再
利
用
・
再
資
源
化
を
推
進
し
、

循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
な
が

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、

早
期
の
実
現
を
目
指
し
た
い
。

　
現
在
、
学
校
現
場
で
は
長
時

間
勤
務
の
深
刻
な
実
態
が
あ
り
、

ま
た
、
多
様
な
人
材
が
必
要
で

あ
る
中
で
、
教
員
希
望
者
の
不

一 般 質 問
13議員が登壇し、市政全般について質問しました
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （登壇順に掲載しています）

動画はこちら

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の

分
別
収
集
実
証
事
業
に
つ
い
て

今
後
の
見
通
し
を
伺
う

篠
しのはら
原峰
みね
子
こ
議員

（公明党）

各
種
通
報
や
受
付
等
で
の
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
活
用

に
つ
い
て
伺
う

鈴
すず
木
き
絢
あや
子
こ
議員

（正風クラブ）

市
内
の
都
市
公
園
の
利
便
性
と

魅
力
の
向
上
の
た
め
の
取
組
に

つ
い
て
伺
う

教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
係
る

取
組
状
況
に
つ
い
て
伺
う　
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足
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ

う
し
た
状
況
か
ら
、
県
で
は
二

〇
一
九
年
に
「
学
校
に
お
け
る

業
務
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し

取
組
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
本
市
に
お
け
る
取
組
状

況
及
び
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

教
育
長

「
伊
東
市
立
小
中
学
校
に
お
け

る
働
き
方
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
た

　
本
市
に
お
い
て
も
令
和
二
年

三
月
に
「
伊
東
市
立
小
中
学
校

に
お
け
る
働
き
方
改
革
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
学
校
及
び
市

教
育
委
員
会
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い

て
主
体
的
に
行
う
取
組
を
明
記

し
、
具
体
的
な
改
善
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。
本
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
取
組
を
進
め
る
こ
と
で
、

時
間
外
勤
務
は
減
少
し
て
い
る

が
、
さ
ら
な
る
改
善
は
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
本
プ

ラ
ン
は
令
和
五
年
度
ま
で
の
計

画
で
あ
る
た
め
、
今
年
度
中
の

改
定
を
予
定
し
て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
三
項
目

　
高
齢
者
や
交
通
弱
者
の
移
動

手
段
の
確
保
や
交
通
空
白
地
域

の
解
消
が
課
題
と
考
え
る
が
、

今
後
の
公
共
交
通
に
対
す
る
本

市
の
考
え
を
伺
う
。

市
長

次
期
伊
東
市
地
域
公
共
交
通
計

画
策
定
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
の

取
組
の
検
証
を
行
い
、
各
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
様
々
な
交
通

手
段
を
検
討
し
て
い
く

　
本
市
の
公
共
交
通
施
策
に
つ

い
て
は
、
平
成
三
一
年
三
月
に

策
定
し
た
伊
東
市
地
域
公
共
交

通
計
画
に
よ
り
、
本
市
の
地
域

特
性
を
踏
ま
え
た
取
組
を
行
っ

て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、
高
齢
者
及
び
交

通
弱
者
の
移
動
手
段
の
確
保
や

別
荘
地
な
ど
交
通
空
白
地
域
の

解
消
の
た
め
の
取
組
と
し
て

「
地
域
公
共
交
通
の
確
保
・
充

実
」
を
掲
げ
て
お
り
、
令
和
四

年
度
に
伊
豆
高
原
地
域
の
交
通

空
白
・
交
通
不
便
地
の
解
消
に

向
け
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
実
証
運
行
を
実
施
し
た
。

　
今
後
は
次
期
計
画
の
策
定
に

向
け
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
結
果

を
検
証
し
つ
つ
、
新
た
に
判
明

し
た
地
域
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
、
各
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
様
々
な
交
通
手
段
の
導
入

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
東
小
学
校
、
西
小
学
校
及
び

旭
小
学
校
の
統
合
に
伴
い
、
児

童
の
安
全
・
安
心
な
通
学
支
援

を
目
的
に
始
ま
っ
た
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
の
現
状
及
び
課
題
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長

何
よ
り
も
安
全
な
運
行
を
行
い

引
き
続
き
改
善
を
図
っ
て
い
く

　
四
月
一
〇
日
か
ら
運
行
を
開

始
し
た
伊
東
市
立
伊
東
小
学
校

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

運
行
を
株
式
会
社
東
海
バ
ス
に
、

見
守
り
を
伊
東
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
業
務

委
託
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
運
行
は
、
競
輪
場
西
口
を
含

む
五
か
所
を
発
着
場
と
し
、
登

校
時
は
二
往
復
、
下
校
時
は
学

校
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ

た
配
車
で
運
行
し
、
登
校
時
は

二
九
八
人
、
下
校
時
は
三
一
二

人
の
利
用
登
録
が
あ
る
。

　
引
き
続
き
、
関
係
者
で
検
証

と
協
議
を
行
い
、
よ
り
よ
い
運

行
を
目
指
し
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
二
項
目

　
本
市
に
お
い
て
、
単
身
高
齢

世
帯
が
増
加
し
て
い
る
ほ
か
、

コ
ロ
ナ
禍
の
交
流
機
会
減
少
で
、

地
域
か
ら
孤
立
す
る
方
が
増
え

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　
孤
立
死
を
身
近
な
地
域
課
題

と
し
て
捉
え
、
防
止
に
向
け
た

取
組
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
と

感
じ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
取

組
を
伺
う
。

市
長

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
や
配

食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
い
、
見

守
り
体
制
整
備
に
努
め
て
い
る

　
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見

守
り
に
関
す
る
取
組
と
し
て
は
、

心
疾
患
が
あ
る
な
ど
虚
弱
な
高

齢
者
等
を
対
象
と
し
た
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
事
業
や
食
事
の
提

供
に
併
せ
て
安
否
確
認
を
行
う

見
守
り
・
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
居
場

所
の
立
ち
上
げ
を
支
援
す
る
な

ど
、
高
齢
者
が
孤
立
に
陥
ら
な

い
よ
う
、
見
守
り
体
制
の
整
備

に
努
め
て
い
る
。

　
現
在
の
伊
東
市
民
病
院
は
、

度
重
な
る
不
祥
事
等
に
よ
り
信

頼
を
失
い
、
市
民
満
足
度
調
査

で
は
地
域
医
療
の
充
実
に
関
し
、

重
要
度
に
対
し
満
足
度
が
大
幅

に
下
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
公
共
交
通
に
対
す
る
本

市
の
考
え
を
伺
う

仲
なか
田
だ
佳
よしまさ
正議員

（正風クラブ）

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
現
状
及

び
課
題
に
つ
い
て
伺
う

伊
東
市
民
病
院
が
本
市
に
も
た

ら
す
メ
リ
ッ
ト
及
び
運
営
体
制

の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う

孤
立
死
を
防
ぐ
た
め
の
取
組
に

つ
い
て
伺
う

杉
すぎもと
本憲
かず
也
や
議員

（清友会）
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安
心
・
安
全
で
開
か
れ
た
病

院
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
本

病
院
が
本
市
に
も
た
ら
す
メ

リ
ッ
ト
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

運
営
体
制
を
見
直
す
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

市
長

地
域
医
療
を
維
持
す
る
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
現
状
、
運
営

体
制
を
見
直
す
考
え
は
な
い

　
伊
東
市
民
病
院
が
本
市
に
も

た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

伊
東
市
医
師
会
と
と
も
に
地
域

医
療
を
維
持
し
、
救
急
医
療
体

制
を
含
め
た
診
療
機
能
等
の
充

実
を
図
る
役
割
を
果
た
し
て
い

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
運
営
体
制
に
つ
い
て
は
、
公

益
社
団
法
人
地
域
医
療
振
興
協

会
に
よ
り
、
医
療
従
事
者
の
確

保
や
育
成
の
ほ
か
、
施
設
設
備

の
管
理
な
ど
専
門
性
の
高
い
病

院
の
運
営
管
理
を
行
っ
て
お
り
、

現
時
点
で
は
、
運
営
体
制
を
見

直
す
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
二
項
目

　
閉
校
に
伴
い
、
現
在
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
体
育
館
に
つ
い
て
、
市
民

が
利
用
で
き
る
よ
う
、
本
市
が

県
か
ら
施
設
を
借
り
受
け
る
計

画
を
進
め
て
い
る
と
聞
く
が
、

県
と
の
協
議
に
お
け
る
課
題
を

伺
う
と
と
も
に
、
市
民
が
利
用

可
能
と
な
る
時
期
及
び
利
用
料

金
の
想
定
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

県
か
ら
行
政
財
産
使
用
許
可
を

受
け
る
と
と
も
に
適
切
な
維
持

管
理
の
た
め
の
措
置
が
必
要
と

な
る

　
現
在
、
旧
伊
東
高
校
城
ヶ
崎

分
校
の
高
圧
受
電
設
備
内
に
、

微
量
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
有
す
る
電

灯
変
圧
器
が
存
在
し
、
県
は
令

和
六
年
度
中
の
処
理
を
予
定
し

て
い
る
。

　
市
民
が
利
用
可
能
と
な
る
時

期
に
つ
い
て
は
、
県
か
ら
行
政

財
産
使
用
許
可
を
受
け
る
と
と

も
に
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管

理
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
時

点
と
考
え
て
お
り
、
現
時
点
で

は
お
示
し
で
き
な
い
が
、
一
刻

も
早
く
利
用
で
き
る
よ
う
、
努

め
て
い
く
。

　
な
お
、
利
用
料
金
に
つ
い
て

は
、
伊
東
市
立
学
校
施
設
利
用

に
関
す
る
条
例
に
準
じ
た
料
金

を
想
定
し
て
い
る
。

　
中
学
校
運
動
部
活
動
の
地
域

移
行
に
関
す
る
本
市
の
取
組
に

つ
い
て
、
進
捗
状
況
及
び
課
題

を
伺
う
と
と
も
に
、
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

検
討
委
員
会
に
お
い
て
持
続
可

能
な
部
活
動
の
環
境
づ
く
り
の

研
究
を
進
め
て
い
く

　

令
和
四
年
度
か
ら
三
回
の

「
部
活
動
在
り
方
検
討
準
備
委

員
会
」
を
経
て
、
本
年
度
、

「
部
活
動
の
在
り
方
検
討
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
た
。

　
部
活
動
を
地
域
移
行
し
た
際

の
課
題
は
、
指
導
者
や
活
動
場

所
の
確
保
、
教
員
の
服
務
の
在

り
方
、
活
動
費
の
徴
収
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
検
討
委
員
会
に
お

い
て
持
続
可
能
な
環
境
づ
く
り

の
研
究
を
進
め
る
ほ
か
、
段
階

的
な
部
活
動
指
導
員
の
導
入
も

検
討
し
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
四
項
目

　
新
図
書
館
新
築
工
事
の
入
札

が
不
調
と
な
り
、
い
ま
一
度
建

設
計
画
を
見
直
す
機
会
と
考
え
、

館
内
の
空
調
に
つ
い
て
、
エ
ア

コ
ン
を
設
置
せ
ず
に
空
調
を
行

う
仕
組
み
と
聞
い
た
が
、
十
分

な
効
果
が
得
ら
れ
る
の
か
伺
う
。

教
育
長

人
の
い
る
場
所
を
中
心
に
冷
暖

房
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
床
輻

射
空
調
を
採
用
し
た

　
空
調
に
つ
い
て
は
、
天
井
の

高
い
空
間
に
対
し
て
効
率
性
が

高
く
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
人
の

い
る
場
所
を
中
心
に
冷
暖
房
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
床
輻
射
空

調
を
採
用
し
た
。
春
・
秋
の
中

間
期
は
、
各
階
の
窓
か
ら
風
を

取
り
込
み
、
吹
き
抜
け
を
介
し

最
上
階
の
窓
か
ら
排
出
す
る
こ

と
で
冷
暖
房
を
極
力
使
わ
な
い

計
画
と
し
、
環
境
に
配
慮
す
る

と
と
も
に
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
を
大
幅
に
低
減
す
る
建
築
と

し
た
。

　
新
図
書
館
基
本
構
想
の
コ
ン

セ
プ
ト
に
「
こ
の
図
書
館
が
あ

る
か
ら
伊
東
市
に
行
っ
て
み
た

い
、
住
ん
で
み
た
い
、
住
ん
で

い
た
い
と
思
わ
れ
る
図
書
館
」

と
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
図
書

館
に
す
る
た
め
に
は
、
様
々
な

閉
校
し
た
旧
県
立
伊
東
高
校
及

び
城
ヶ
崎
分
校
の
施
設
利
用
に

係
る
課
題
な
ど
を
伺
う

佐
さ
藤
とう
周
しゅう
議員

（正風クラブ）

中
学
校
運
動
部
活
動
の
地
域
移

行
に
つ
い
て
伺
う

新
図
書
館
に
お
け
る
「
図
書
館

協
議
会
」
の
設
置
は
重
要
と
考

え
る
が
い
か
が
か　

新
図
書
館
建
設
計
画
に
お
け
る

空
調
に
つ
い
て
伺
う

佐
さ
藤
とう
龍
たつひこ
彦議員

（日本共産党）
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意
見
や
要
望
を
聞
く
場
を
設
け

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
図

書
館
運
営
に
お
い
て
有
識
者
や

市
民
が
意
見
を
言
え
る
図
書
館

協
議
会
を
置
く
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

教
育
長

図
書
館
協
議
会
設
置
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く

　
図
書
館
協
議
会
に
つ
い
て
は
、

現
状
、
本
市
に
は
設
置
さ
れ
て

い
な
い
が
、
新
図
書
館
に
お
い

て
は
、
規
模
も
大
き
く
な
る
ほ

か
、
新
た
な
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
も
見
据
え
、
現
図
書
館

と
は
異
な
る
課
題
や
問
題
点
等

が
多
く
発
生
す
る
も
の
と
見
込

ん
で
お
り
、
運
営
を
進
め
な
が

ら
こ
れ
ら
課
題
を
一
つ
ず
つ
解

決
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
課
題

解
決
に
向
け
た
議
論
の
場
と
な

る
図
書
館
協
議
会
の
設
置
に
つ

い
て
、
今
後
、
調
査
・
研
究
を

進
め
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
五
項
目

　
地
域
公
共
交
通
政
策
を
考
え

る
中
で
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
（
モ
ビ
リ

テ
ィ
ー
・
ア
ズ
・
ア
・
サ
ー
ビ

ス
）
は
、
公
共
交
通
の
検
索
、

予
約
、
支
払
い
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
行
う
こ
と
に
よ
る
利

便
性
向
上
の
ほ
か
、
地
域
で
の

交
通
弱
者
対
策
に
役
立
つ
ツ
ー

ル
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る

本
市
の
認
識
と
、
伊
豆
地
域
で

の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
り
観
光
客

の
利
便
性
向
上
に
寄
与
し
て
お

り
、
伊
豆
地
域
で
の
取
組
と
し

て
連
携
し
て
い
く

　
伊
豆
地
域
に
お
い
て
は
「
伊

豆
に
お
け
る
観
光
型
マ
ー
ス
実

証
実
験
実
行
委
員
会
」
が
主
体

と
な
り
、
二
〇
一
九
年
四
月
か

ら
二
〇
二
一
年
三
月
ま
で
の
期

間
に
、
伊
豆
エ
リ
ア
の
公
共
交

通
機
関
や
観
光
施
設
等
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
検
索
、
予
約

で
き
る
観
光
型
マ
ー
ス
「
イ
ズ

コ
」
の
実
証
実
験
が
実
施
さ
れ

た
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
は
、
民
間

主
導
で
進
捗
し
て
お
り
、
現
状

で
は
本
市
が
直
接
関
わ
っ
て
い

な
い
が
、
伊
豆
地
域
全
体
の
取

組
と
し
て
美
し
い
伊
豆
創
造
セ

ン
タ
ー
や
各
交
通
事
業
者
等
と

情
報
共
有
等
を
図
り
、
連
携
で

き
る
取
組
を
検
討
し
て
い
く
。

　
六
月
三
日
発
災
の
鎌
田
八
代

田
地
内
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域

に
お
け
る
の
り
面
崩
落
に
つ
い

て
、
二
次
的
被
害
を
防
ぐ
た
め

の
今
後
の
復
旧
等
対
応
を
伺
う
。

市
長

市
道
の
安
全
は
確
保
し
た
が
、

早
期
復
旧
を
目
指
し
、
県
と
協

議
を
図
り
準
備
を
進
め
て
い
る

　
鎌
田
八
代
田
地
内
の
の
り
面

崩
落
に
つ
い
て
は
、
台
風
二
号

及
び
梅
雨
前
線
の
影
響
に
よ
る

豪
雨
で
、
崖
の
高
さ
約
二
五

メ
ー
ト
ル
、
延
長
約
二
〇
メ
ー

ト
ル
に
わ
た
り
の
り
面
が
崩
落

し
、
ア
パ
ー
ト
一
棟
が
損
壊
し

た
。

　
現
在
、
土
石
の
除
去
及
び
仮

設
防
護
柵
の
設
置
を
行
い
、
隣

接
す
る
市
道
の
安
全
を
確
保
し

つ
つ
、
早
期
復
旧
を
目
指
し
、

補
助
制
度
等
の
活
用
も
視
野
に

静
岡
県
と
も
協
議
を
図
る
中
で
、

申
請
等
の
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
五
項
目

　
改
正
空
家
対
策
特
別
措
置
法

が
成
立
し
、
放
置
す
れ
ば
特
定

空
家
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
物

件
が
新
た
に
「
管
理
不
全
空
き

家
」
に
指
定
さ
れ
る
と
、
固
定

資
産
税
の
特
例
の
対
象
外
と
な

る
な
ど
、
空
き
家
に
対
す
る
対

策
が
強
化
さ
れ
る
が
、
改
正
さ

れ
る
同
制
度
の
周
知
を
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
く
か
伺
う
。

市
長

国
の
動
向
を
注
視
し
、
改
正
を

踏
ま
え
た
制
度
に
関
す
る
周
知

等
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く

　
現
在
、
空
き
家
に
関
す
る
相

談
に
対
し
、
担
当
職
員
と
相
談

者
や
地
域
住
民
と
の
合
同
パ
ト

ロ
ー
ル
に
よ
る
現
地
確
認
、
所

有
者
特
定
の
調
査
等
を
行
い
、

所
有
者
の
特
定
に
至
っ
た
場
合
、

現
地
の
状
態
を
伝
え
、
適
切
な

管
理
を
促
す
文
書
の
送
付
や
電

話
連
絡
を
行
っ
て
い
る
。

　
近
年
、
全
国
的
に
空
き
家
の

増
加
が
見
込
ま
れ
、
空
き
家
の

増
加
抑
制
が
急
務
で
あ
る
た
め
、

本
改
正
法
が
成
立
し
た
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
施
行
日
は

未
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
の

動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
改
正
を

踏
ま
え
た
制
度
に
関
す
る
周
知

等
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
。

豪
雨
に
よ
る
鎌
田
八
代
田
地
内

の
の
り
面
崩
落
に
つ
い
て
復
旧

等
の
対
応
を
伺
う

次
世
代
移
動
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

注
目
さ
れ
る
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
に
つ
い

て
本
市
の
認
識
な
ど
を
伺
う 浅

あさ
田
だ
良
よしひろ
弘議員

（無党派　颯）

改
正
空
家
対
策
特
別
措
置
法
の

周
知
に
つ
い
て
伺
う

鳥
とり
居
い
康
やす
子
こ
議員

（公明党）

産
科
初
診
料
の
無
料
化
に
つ
い

て
本
市
の
取
組
を
伺
う
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妊
産
婦
支
援
に
関
し
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
妊
婦
に
対
す

る
産
科
初
診
料
の
無
料
化
に
つ

い
て
、
今
年
度
か
ら
国
と
し
て

本
格
化
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
本
市
の
取
組
を
伺
う
。

市
長

対
象
者
へ
の
助
成
方
法
や
、
医

療
機
関
と
の
調
整
な
ど
実
施
方

法
に
つ
い
て
調
査
、
検
討
し
て

い
く

　
国
に
お
い
て
、
令
和
五
年
度

か
ら
新
た
に
、
低
所
得
の
妊
婦

の
経
済
的
な
負
担
軽
減
と
母
子

の
生
命
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
、

妊
娠
判
定
等
を
行
う
初
回
産
科

受
診
料
に
対
し
一
万
円
を
上
限

に
助
成
す
る
「
低
所
得
の
妊
婦

に
対
す
る
初
回
産
科
受
診
料
支

援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
妊
婦
の

状
況
把
握
に
よ
り
、
必
要
な
支

援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る

効
果
的
な
事
業
と
考
え
、
対
象

者
へ
の
助
成
方
法
や
医
療
機
関

と
の
調
整
な
ど
、
実
施
方
法
を

調
査
、
検
討
し
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
六
項
目

　
盛
土
規
制
法
は
、
盛
土
等
の

工
事
の
許
可
基
準
に
、
土
地
所

有
者
等
へ
の
同
意
や
周
辺
住
民

へ
の
事
前
周
知
（
説
明
会
）
に

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
定

め
て
い
る
が
、
荻
地
内
で
の
建

設
資
材
置
場
造
成
工
事
に
関
し

て
は
、
周
知
が
一
部
の
関
係
者

の
み
に
と
ど
ま
り
、
不
十
分
で

あ
る
。
法
の
趣
旨
に
鑑
み
、
市

と
し
て
業
者
に
説
明
会
の
実
施

に
つ
い
て
指
導
す
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

市
長

改
正
法
の
適
用
と
は
な
ら
な
い

が
、
地
域
住
民
の
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
く

　
当
該
事
業
は
、
改
正
法
の
施

行
以
前
の
令
和
二
年
一
月
の
宅

地
造
成
等
規
制
法
上
の
許
可
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
改
正

法
は
適
用
と
は
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
事
業

に
対
す
る
不
安
の
声
も
寄
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し

て
も
、
当
該
事
業
者
に
対
し
、

地
域
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
、
引
き
続
き
指
導
し
て
い

く
。

　
令
和
四
年
度
に
は
小
・
中
学

校
の
給
食
費
が
、
二
学
期
及
び

三
学
期
の
み
免
除
さ
れ
た
が
、

本
年
度
は
幼
稚
園
で
の
部
分
的

な
取
組
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
給
食
費
の
無
償
化
に
関

し
、
本
市
の
考
え
及
び
今
後
の

取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

今
年
度
は
物
価
高
騰
分
を
公
費

負
担
し
つ
つ
、
政
府
の
無
償
化

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く

　
令
和
四
年
度
は
、
子
育
て
世

帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
二
学
期
及
び
三
学
期
の

給
食
費
を
免
除
し
た
。

　
今
年
度
は
、
食
材
料
費
の
物

価
高
騰
分
を
公
費
で
負
担
す
る

こ
と
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
が
、

さ
き
に
政
府
か
ら
公
表
さ
れ
た

「
こ
ど
も
未
来
戦
略
方
針
」

（
案
）
に
お
い
て
学
校
給
食
費

の
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
く
な

ど
、
無
償
化
の
動
き
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
動
向
を
注
視
し
、
対

応
を
検
討
し
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
五
項
目

　
少
子
高
齢
化
に
よ
り
労
働
人

口
が
減
少
し
、
大
幅
な
税
収
の

増
加
が
見
込
め
な
い
中
、
公
共

施
設
の
老
朽
化
や
新
図
書
館
と

い
う
大
型
公
共
施
設
の
新
設
予

定
を
踏
ま
え
、
将
来
を
見
据
え

た
公
共
施
設
の
総
合
的
な
管
理

に
つ
い
て
、
本
市
の
見
解
を
伺

う
。市

長
施
設
ご
と
の
カ
ル
テ
を
作
成
し

計
画
的
な
管
理
に
努
め
て
い
く

　
本
市
で
は
、
平
成
二
八
年
三

月
に
策
定
し
た
伊
東
市
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き

公
共
施
設
の
管
理
に
努
め
て
お

り
、
ま
た
、
各
施
設
所
管
課
に

お
い
て
、
施
設
ご
と
の
長
寿
命

化
等
の
方
針
を
定
め
た
個
別
施

設
計
画
も
策
定
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
公
共
施
設
の
概
要

や
維
持
管
理
経
費
等
の
情
報
を

集
約
し
た
、
施
設
カ
ル
テ
の
作

成
に
取
り
組
み
、
全
庁
的
に
情

報
共
有
を
図
る
中
で
、
両
計
画

や
カ
ル
テ
に
基
づ
き
、
既
存
施

設
の
管
理
に
努
め
て
い
く
。

　
新
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
斬

新
な
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
維
持
管
理
の
負

担
増
を
懸
念
す
る
声
が
上
が
っ

て
い
る
。
予
定
し
て
い
た
入
札

が
不
調
と
な
り
、
何
ら
か
の
計

画
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か

盛
土
規
制
法
（
旧
宅
地
造
成
等

規
制
法
）
に
定
め
ら
れ
た
措
置

を
講
じ
る
よ
う
、
市
が
業
者
に

指
導
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か

が
か

重
しげおか
岡秀

ひで
子
こ
議員

（日本共産党）

給
食
費
の
無
償
化
に
関
し
、
本

市
の
考
え
及
び
今
後
の
取
組
に

つ
い
て
伺
う

新
図
書
館
の
維
持
管
理
や
運
営

に
つ
い
て
伺
う

公
共
施
設
の
総
合
的
な
管
理
に

つ
い
て
見
解
を
伺
う

田
た く ぼ ま き
久保眞紀議員
（無党派　颯）
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と
考
え
、
改
め
て
、
現
在
の
計

画
上
、
維
持
管
理
や
運
営
の
費

用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
見

込
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

教
育
長

年
間
の
施
設
維
持
管
理
費
と
し

て
一
億
四
三
〇
〇
万
円
を
見
込

ん
で
い
る

　
新
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
合
理
的
に
実
現

可
能
と
す
る
建
築
・
設
備
計
画

と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
維
持
管

理
費
と
し
て
年
間
一
億
四
三
〇

〇
万
円
程
度
を
見
込
み
、
ま
た
、

大
規
模
修
繕
に
つ
い
て
は
、
三

〇
年
で
総
額
一
〇
億
円
以
上
の

経
費
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
運
営
に
関
し
て
は
、
新
図
書

館
は
フ
ロ
ア
面
積
が
大
幅
に
増

加
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
必
要

な
ス
タ
ッ
フ
数
の
増
加
が
見
込

ま
れ
、
年
間
約
一
億
一
七
〇
〇

万
円
か
ら
一
億
六
〇
〇
〇
万
円

を
人
件
費
と
し
て
試
算
を
し
て

い
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
七
項
目

　
災
害
が
発
生
し
た
際
に
各
自

治
体
の
庁
舎
等
に
設
置
さ
れ
る

災
害
対
策
本
部
は
、
住
民
避
難

に
係
る
サ
ポ
ー
ト
や
被
害
状
況

の
掌
握
な
ど
の
要
と
な
り
、
業

務
継
続
性
の
確
保
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
非
常
用

電
源
の
確
保
状
況
を
伺
う
。

市
長

災
害
対
策
本
部
を
設
置
す
る
市

役
所
本
庁
舎
内
の
非
常
用
電
源

は
確
保
さ
れ
て
い
る

　
災
害
時
に
停
電
が
発
生
し
た

際
、
市
役
所
庁
舎
内
の
災
害
対

策
本
部
に
関
わ
る
機
器
な
ど
常

時
電
力
供
給
を
必
要
と
す
る
設

備
に
つ
い
て
は
、
瞬
時
に
無
停

電
電
源
装
置
か
ら
電
力
が
供
給

さ
れ
る
。
そ
の
後
、
一
分
程
度

で
自
家
発
電
装
置
に
切
り
替
わ

り
、
そ
の
他
の
設
備
も
含
め
て

最
長
三
日
間
程
度
の
電
力
供
給

が
可
能
と
な
る
た
め
、
市
役
所

本
庁
舎
の
非
常
用
電
源
は
確
保

さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、

国
内
の
熱
中
症
死
亡
者
数
は
増

加
傾
向
が
続
き
、
そ
の
多
く
を

占
め
る
の
が
高
齢
者
で
あ
る
。

高
齢
者
の
熱
中
症
を
予
防
し
て

い
く
た
め
に
は
、
介
護
や
地
域

保
健
等
の
関
係
者
が
一
体
と

な
っ
て
対
策
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
、
熱
中
症
予
防
へ

の
意
識
醸
成
に
係
る
取
組
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長

熱
中
症
予
防
の
取
組
を
継
続
し

高
齢
者
が
安
全
に
日
常
生
活
を

送
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
宅
へ
の
訪
問
時
や

老
人
ク
ラ
ブ
等
に
お
い
て
熱
中

症
の
危
険
性
や
適
切
な
温
度
調

節
の
重
要
性
な
ど
を
周
知
し
、

注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
官
民
共
同
で
取
り
組
ん

で
い
る
「
熱
中
症
予
防
声
か
け

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
啓
発
用
う

ち
わ
を
保
健
委
員
に
配
布
す
る

ほ
か
、
地
域
の
居
場
所
や
認
知

症
カ
フ
ェ
な
ど
で
も
、
気
温
や

熱
中
症
へ
の
注
意
度
が
分
か
る

熱
中
症
予
防
カ
ー
ド
を
配
布
し
、

広
く
啓
発
・
周
知
を
行
っ
て
い

く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
一
〇
項
目

　
下
水
道
使
用
料
が
賦
課
さ
れ

て
い
な
い
汚
水
、
い
わ
ゆ
る
未

収
水
に
つ
い
て
は
そ
の
多
く
を

温
泉
汚
水
が
占
め
て
い
る
可
能

性
を
指
摘
で
き
る
が
、
い
か
が

か
伺
う
。

市
長

未
収
水
の
う
ち
相
当
量
は
温
泉

汚
水
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

　
温
泉
を
利
用
さ
れ
て
い
る
旅

館
等
の
事
業
者
や
個
人
に
対
し
、

温
泉
汚
水
の
正
確
な
排
水
量
が

計
測
で
き
る
検
針
用
の
メ
ー

タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
を
推
奨

し
て
い
る
が
、
令
和
四
年
度
現

在
で
、
メ
ー
タ
ー
を
設
置
さ
れ

て
い
る
方
は
全
体
の
二
四
・

七
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
ま

た
、
設
置
が
困
難
な
場
合
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
の
申
請
に
基

づ
き
、
現
地
を
調
査
し
た
上
で

認
定
水
量
を
算
出
し
て
い
る
が
、

そ
こ
に
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
か

ら
、
未
収
水
の
う
ち
相
当
量
は

温
泉
汚
水
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
市
内
飲
食
店
や
商
店
に
対
し
、

ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ
、
ｄ
払
い
普
及
の

た
め
の
営
業
活
動
を
行
っ
て
い

る
方
の
名
刺
に
「
ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ　

災
害
対
策
本
部
の
業
務
継
続
を

確
保
す
る
観
点
か
ら
非
常
用
電

源
の
確
保
状
況
に
つ
い
て
伺
う

長
ながさわまさし
沢正議員
（公明党）

高
齢
者
に
対
す
る
熱
中
症
予
防

へ
の
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
の

取
組
に
つ
い
て
伺
う

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン

ト
還
元
事
業
に
つ
い
て
、
業
務

委
託
先
で
は
な
い
会
社
が
事
業

に
関
わ
っ
て
い
る
理
由
を
伺
う

下
水
道
使
用
料
が
賦
課
さ
れ
て

い
な
い
汚
水
の
う
ち
多
く
は
温

泉
汚
水
が
占
め
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
い
か
が
か

四
しのみやかずひこ
宮和彦議員

（会派に所属していない）
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ｄ
払
い
共
同
事
業
体
運
営
事
務

局
」
と
記
載
が
あ
り
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元

事
業
を
委
託
し
て
い
る
株
式
会

社
静
岡
博
報
堂
と
は
別
法
人
で

あ
る
株
式
会
社
博
報
堂
が
事
業

に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み

取
れ
る
が
、
そ
の
理
由
を
伺
う
。

市
長

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
普
及
の

た
め
、
独
自
に
営
業
活
動
を

行
っ
て
い
る
旨
を
伺
っ
て
い
る

　
伊
東
市
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推

進
事
業
実
行
委
員
会
が
株
式
会

社
静
岡
博
報
堂
と
締
結
し
た
業

務
委
託
契
約
の
中
に
は
、
質
問

に
あ
る
普
及
の
た
め
の
営
業
活

動
に
つ
い
て
は
含
ま
れ
て
お
ら

ず
、
今
回
の
伊
東
市
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
契
機
に
、
ａ
ｕ
Ｐ
Ａ

Ｙ 

ｄ
払
い
共
同
事
業
体
運
営

事
務
局
が
、
ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ
及
び

ｄ
払
い
の
普
及
の
た
め
、
市
内

で
独
自
に
営
業
活
動
を
行
っ
て

い
る
旨
を
伺
っ
て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
七
項
目

　
旧
市
民
病
院
跡
地
、
清
掃
事

務
所
移
転
用
地
と
し
て
活
用
予

定
で
あ
っ
た
荻
地
内
の
土
地
及

び
宇
佐
美
臨
海
テ
ニ
ス
場
跡
地

の
今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
伺

う
と
と
も
に
、
青
少
年
の
健
全

育
成
の
た
め
、
そ
の
用
地
に
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
な
ど
を

設
置
し
、
子
供
た
ち
が
手
軽
に

楽
し
め
る
場
所
と
し
て
は
い
か

が
か
。

市
長

有
効
的
な
利
活
用
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く

　
旧
市
民
病
院
跡
地
及
び
宇
佐

美
臨
海
テ
ニ
ス
場
跡
地
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
に
伊
東
市
有

財
産
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
検
討
委
員
会
に
お
い
て
利

活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た

が
結
論
に
至
ら
な
か
っ
た
。
ご

提
案
の
子
供
た
ち
が
楽
し
め
る

場
所
の
ほ
か
、
地
域
か
ら
の
要

望
も
踏
ま
え
、
有
効
的
な
利
活

用
の
方
針
を
定
め
る
べ
く
、
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

荻
地
内
の
清
掃
事
務
所
移
転
用

地
は
、
有
効
的
な
利
活
用
が
見

込
め
な
い
た
め
、
払
下
げ
に
向

け
た
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　
幸
せ
な
老
後
を
送
る
た
め
に

は
、
フ
レ
イ
ル
等
の
状
態
を
回

避
し
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
筋
力
ア
ッ

プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
介
護
予
防

運
動
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

本
市
に
お
け
る
介
護
予
防
事
業

の
取
組
及
び
成
果
に
つ
い
て
伺

う
。市

長
介
護
予
防
活
動
や
体
を
動
か
す

習
慣
づ
く
り
な
ど
の
取
組
を

行
っ
て
い
る

　
介
護
予
防
教
室
や
健
康
体
操

ク
ラ
ブ
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

居
場
所
の
立
ち
上
げ
に
も
力
を

入
れ
、
介
護
予
防
活
動
や
身
体

を
動
か
す
習
慣
づ
く
り
な
ど
の

取
組
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
進
め
た
こ

と
に
よ
り
、
高
齢
者
の
意
識
の

変
化
や
健
康
増
進
な
ど
が
図
ら

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
昨
年

度
に
お
い
て
は
、
要
介
護
状
態

と
な
り
や
す
い
後
期
高
齢
者
が

七
八
一
人
増
加
し
て
い
る
も
の

の
、
要
介
護
認
定
者
の
増
加
は

五
七
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
二
項
目

市
所
有
の
未
活
用
の
土
地
を
子

供
た
ち
が
楽
し
め
る
場
所
と
し

て
活
用
し
て
は
い
か
が
か

石
いしじま
島茂

しげ
雄
お
議員

（会派に所属していない）

本
市
の
介
護
予
防
事
業
の
取
組

及
び
成
果
に
つ
い
て
伺
う

９月定例会の予定

８月28日（月）
開会

※日程等は、８月下旬の議会運営委員会において
正式に決定します。

　詳細は市議会ホームページにてご確認ください。

市
議
会
内
の
会
派
構
成

（
令
和
五
年
八
月
一
日
現
在
）

■
正
風
ク
ラ
ブ

　
　
仲
田　
佳
正　
議
員

　
　
鈴
木　
絢
子　
議
員

　
　
宮
﨑　
雅
薫　
議
員

　
◎
青
木　
敬
博　
議
員

　
　
佐
藤　
　
周　
議
員

■
公
明
党

　
　
鳥
居　
康
子　
議
員

　
　
篠
原　
峰
子　
議
員

　
◎
長
沢　
　
正　
議
員

■
自
民
・
維
新
の
会

　
　
大
川　
勝
弘　
議
員

　
　
中
島　
弘
道　
議
員

　
◎
杉
本　
一
彦　
議
員

■
清
友
会

　
　
杉
本　
憲
也　
議
員

　
◎
井
戸　
清
司　
議
員

■
日
本
共
産
党

　
　
佐
藤　
龍
彦　
議
員

　
◎
重
岡　
秀
子　
議
員

■
無
党
派
　
颯は
や
て

　
　
田
久
保
眞
紀　
議
員

　
◎
浅
田　
良
弘　
議
員

■
会
派
に
所
属
し
て
い
な
い

　
　
石
島　
茂
雄　
議
員

　
　
四
宮　
和
彦　
議
員

（
◎
＝
会
派
代
表
者
、

　
会
派
構
成
議
員
は
議
席
順
）
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　本市元職員との間で生じたハ
ラスメントに関する訴訟が和解
となる見込みであることから、
再発防止を含めた、コンプライ
アンスに対する本市の考えを伺
う。
　問題の生じた職場だけでなく、
市職員全体が再発防止を共通の
認識とする中で、各課に配置し
ているコンプライアンスリー
ダーを中心に、全庁的にコンプ
ライアンスに係る考え方を統一
的に浸透させながら、職員への
コンプライアンス意識の定着を
図っていき、ハラスメント等の
問題が生じにくい職場環境を構
築していく。
　また、内部通報の外部窓口の
周知や、これまでも行っている
ハラスメント防止等の研修につ
いて、対象者を管理職のみなら
ず、様々な職位の職員とするな
ど、より多くの職員のコンプラ
イアンス意識の向上につながる
ような取組を行っていく。

　東アジア文化都市事業の地域
連携プログラムに採択されたイ
ベントの伊東温泉竹あかりで拡
充する取組を伺う。
　松川遊歩道の一部に、海外の
方が好むような和柄や日本の四
季を連想させる映像を９月から
１２月までの４か月間にわたり投
影するほか、竹あかりの専用
ウェブサイト及びパンフレット
を多言語化するなど、海外向け
に情報を発信する取組を行い、
魅力向上に努めていく。
　給付型商品券事業について、
紙のクーポンで実施することと
した理由及び商品券の金額を６，
000円とした根拠を伺う。
　令和５年２月及び６月にキャ
ッシュレスによる物価高騰対策
事業を行ったところ、紙での実
施を要望する声が多く寄せられ
たことを考慮したためである。
　また、過去に実施した類似事
業の支援金額が５，０００円であり、
現在の物価高騰に対する家計支
援となるよう、さらに１，０００円
を上乗せした。

　令和５年度に実施される新型
コロナウイルスワクチン接種に
ついて伺う。
　新型コロナウイルスワクチン
接種については、自己負担なく
接種を受けることができる特例
臨時接種が令和６年３月３１日ま
で延長され、また、今後の定期
接種化を見据え、個別接種を中
心とする体制に移行を進めるこ
とが国から示されている。
　５月からの春開始接種は、対
象者が６５歳以上の方、基礎疾患
を持っている方及び医療施設や
高齢者施設等の従事者であり、
個別接種の体制で進めている。
９月以降からの秋開始接種は、
１・２回目接種を完了した５歳
以上の全ての方が対象となり、
接種体制等については、今後、
国から示される方針等を踏まえ
検討していく。

問

答

問

答

問

答

問

答

常任委員会だより
～６月２０日、２１日に行われた常任委員会審査の中から、一部を抜粋～

ホームページにおいて、
各委員会要点記録を公開しております。

ハラスメント防止等の研修風景ハラスメント防止等の研修風景 給付型商品券事業のクーポン券給付型商品券事業のクーポン券
令和５年度ワクチン接種についての令和５年度ワクチン接種についての

厚生労働省のリーフレット厚生労働省のリーフレット

各委員会要点記録はこちら

総務委員会 観光建設委員会 福祉文教委員会



12

市 議 会 だ よ り

い
と
う
市
議
会
だ
よ
り
　

「
い
と
う
市
議
会
だ
よ
り
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

【
発
行
】伊
東
市
議
会
 【
編
集
】議
会
報
編
集
委
員
会

【
伊
東
市
議
会
事
務
局
】伊
東
市
大
原
二
丁
目
1番
1号

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
https://w

w
w
.city.ito.shizuoka.jp

■
TEL／

0557-32-1981　
 ■
FAX／

0557-38-6916

■
E-m
ail／

gikai@
city.ito.shizuoka.jp

編

集
後

記

2023.９
.1　

N
o.198

　
富
戸
に
あ
る
ぼ
ら
納
屋
の
駐

車
場
に
入
り
、
海
側
の
海
水

プ
ー
ル
か
ら
少
し
降
り
て
魚
見

小
屋
を
見
て
き
ま
し
た
。
一
九

九
五
年
に
県
指
定
有
形
文
化
財

の
指
定
を
受
け
た
機
会
に
復
元

工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
現

在
再
び
傷
み
が
激
し
く
な
っ
て

お
り
、
地
元
の
方
か
ら
改
修
を

望
む
声
が
出
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
、
県
の
補
助
金
を
活

用
し
て
修
復
工
事
を
実
施
す
る

予
定
で
し
た
が
損
傷
箇
所
の
増

加
や
工
事
価
格
の
超
過
な
ど
に

よ
り
困
難
な
状
況
に
。
改
め
て

必
要
な
予
算
額
を
算
定
し
、
令

和
六
年
度
及
び
七
年
度
の
二
か

年
に
わ
た
り
修
復
工
事
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。（
篠
原
）

議
会
報
編
集
委
員
会

　
委
員
長　
　
佐
藤　
龍
彦

　
副
委
員
長　
　
杉
本　
憲
也

　
委　
　
員　
　
鈴
木　
絢
子

　
　

 

〃　
　
　

  

篠
原　
峰
子

　
　

 

〃　
　
　

  

中
島　
弘
道

　
　

 

〃　
　
　

  

田
久
保
眞
紀

市
議
会
に
関
す
る
ご
意
見

　
　
ご
質
問
は
議
会
事
務
局
へ

　
全
国
市
議
会
議
長
会

よ
り
、
永
年
勤
続
の
表

彰
を
受
け
た
議
員
に
対

し
、
六
月
定
例
会
に
お

い
て
そ
の
伝
達
を
行
い

ま
し
た
。

一
五
年
以
上
勤
続

重
岡　
秀
子　
議
員

井
戸　
清
司　
議
員

全
国
市
議
会

議
長
会
議
員
表
彰

閉会中の議会活動
令和５年３月定例会閉会から

令和５年６月定例会開会まで

市内において、議員が次の行為を行うことは
公職選挙法で禁止されています。

ご理解とご協力をお願いいたします。
■答礼のための自筆によるものを除き、年賀状等、時候のあいさつ
　状を出すこと
■有料のあいさつ広告を出すこと
■政党、その他の政治団体や親族に対するものを除き、寄附をする
　こと　※寄附には、お歳暮やお年賀なども含まれます。

秘書等が代理で
出席する場合の
結婚祝

町内会の集会・
旅行等の催物への
寸志・飲食物の
差入

病気見舞 お歳暮・
お年賀

秘書等が代理で
出席する場合の
葬儀の香典

入学祝・
卒業祝

葬儀の
花輪・供花

地域の運動会・
スポーツ大会への
飲食物等の差入

お祭りへの
寄附・差入

落成式・
開店祝等の
花輪

みんなで徹底しよう

これらのものも、政治家の寄附
禁止の対象となります。

三ない運動

これらのもの

贈らない！

政治家の寄附

！
受け

取らない！求めない！

の

　
本
特
別
委
員
会
は
、
六
月
定

例
会
初
日
に
お
い
て
、
活
動
に

関
す
る
最
終
報
告
を
行
い
、
異

議
な
く
了
承
さ
れ
た
こ
と
か
ら

活
動
を
終
え
ま
し
た
。

設
置
か
ら
消
滅
ま
で
の活

動
概
要

　
本
特
別
委
員
会
は
、
令
和
二

年
五
月
一
五
日
の
臨
時
会
に
お

い
て
全
会
一
致
に
よ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大

に
よ
る
市
民
生
活
及
び
地
域
経

済
へ
の
影
響
及
び
対
策
に
関
す

る
調
査
を
目
的
と
し
て
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　
変
遷
す
る
感
染
状
況
や
社
会

情
勢
等
を
踏
ま
え
る
中
で
、
当

局
に
対
し
三
回
の
政
策
提
言
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
提
言
へ

の
対
応
状
況
に
つ
い
て
報
告
を

求
め
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の

イ
ベ
ン
ト
及
び
教
育
現
場
等
で

の
対
応
に
つ
い
て
、
当
局
と
の

情
報
共
有
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
機
能
の
停
止
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
伊
東
市

議
会
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等

感
染
症
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策

定
し
、
国
の
方
針
等
に
合
わ
せ
、

随
時
改
定
を
行
っ
て
い
く
中
で
、

感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
五

類
感
染
症
に
変
更
さ
れ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
令
和
五
年
五
月
に

廃
止
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
活
動
と
し
て
、
令

和
二
年
度
の
議
員
の
調
査
活
動

に
係
る
旅
費
に
つ
い
て
、
当
局

に
お
け
る
感
染
防
止
対
策
等
の

財
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
一
部
削
減
す
る

こ
と
を
協
議
、
ま
た
、
令
和
二

年
一
二
月
支
給
の
議
員
の
期
末

手
当
に
つ
い
て
も
、
市
内
経
済

や
市
民
生
活
の
状
況
等
を
勘
案

し
、
支
給
額
を
減
じ
る
こ
と
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
、
ど
ち
ら

も
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
五
年
五
月
一
五
日
開
催

の
本
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、

協
議
事
項
は
終
了
し
た
と
し
て

活
動
を
終
え
る
旨
が
了
承
さ
れ
、

六
月
定
例
会
に
て
最
終
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
特
別
委
員
会

本委員会
ホームページは
　　こちら

※
表
記
は
議
席
番
号
順

4月 4日　常任福祉文教委員会協議会
4月１0日　議会活動活性化協議会
4月24日　常任観光建設委員会協議会
4月26日　議会報編集委員会
4月28日　常任総務委員会協議会
5月１5日 新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
5月１5日　議会運営委員会
5月３0日　常任福祉文教委員会協議会
6月 8日　議会運営委員会

寄附行為やあいさ
つ状の禁止について


